
Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

学会報告奨励 賞

プラ トー ノ ブ 『チ ェ ヴ ェ ン グ ー ル 」 に お ける

　　　　　　民衆ユ ー トピア 的要素

大 　 　友　 　久 　 　子

　作家ア ン ドレ イ ・プ ラ ト
ー ノ ブ は ロ シ ア 革命に よ っ て 生 まれ た と言 っ て も過

言 で は ない
。 金属工 の 息子で

， 生活の た め に幼 い 頃か ら働い て い た彼に ， 革命

は 新た な肚界 を開 い た 。 革命後の 短 い 期 聞に彼は 鉄道技術学校で 学び
， 雑誌：汢

で 働 き， 講演 を し， 詩 を書 き， 作家 と して の 白己 を生 み 出 した 。 心か ら革命を

支持 し， 科学 に よ る IH：X・の 変革を夢み ，

一
時期共産党員だ っ た こ とさえある 。

　 と こ ろ が ， そ ん なプ ラ ト
…

ノ ブ の 小説 「チ ェ ヴ ェ ン グー ル 」1 （1926−29） は，

宗教的な雰囲気 に 満ち て い る 。 こ の 作品 は ロ シ ア 革命を背景 と して お り， 主 な

登 場人物た ちはみ な共産党員で ， もちろ ん 神を信 じて はい ない
。 に もか か わ ら

ず，彼 らの 行 っ た 大量 虐殺 は 「キ リ ス トの 再臨 BTopoe 　nPHIIIe 。TBxe 」 と名付

け られ る 。 革命委員会は教会へ 移転 され ，
ス ロ ー ガ ン と して 「疲れ た 者 ， 重荷

を 負う者 は， 誰 で も わ た しの も と に 来 な さ い
。 休 ませ て あげ よ う」 （マ タ イ

11
，
28） とい うキ リ ス トの 言葉が 飾 られ る 。

　何 よ り，登場 人物 た ちの 革命 に 対す る イメ
ー ジが 黙示録的だ 。 聖書 に は 「御

名 を畏れ る者 に は
， 小 さな者 に も大 きな者 に も報 い をお与えに な り， 地 を滅 ぼ

す者 ど もを滅 ぼ され る 時が 来 ま した 」（ヨ ハ ネの 黙示録　H ，18） とい う
一一一
節が

ある 。
こ の 来 るべ き報 い の 日と同 じよ うに

， 革命は ア ンチ キ リス トであ るブ ル

ジ ョ ア た ちを滅 ぼ し， 虐 げ られ た 者の 手 を と っ て 起 こ して くれ る 。 そ して 楽園

が や っ て くる 。 キ リ ス ト教 に お い て は
， 「キ リス トの 再臨」後に現 わ れ る楽園

が 下
・
年 二E国で あ る が ， チ ェ ヴ ェ ン グ

ー
ル の 住人 た ち に とっ て は共産主 義が千年

王 国なの で ある 。

　革命に対す る こ の イメ
ー ジは ロ シ ア 全土 に 共通す る もの で あ っ た。 N ．ベ ル

ジ ャ
ー エ フ は， 「ロ シ ア の 革命家， 無政府主 義者 ， 杜会主義者 た ちは 無意識 の

千年王 国論者で あ っ た 。 彼 らは 千年 ：E国 を待 っ て い た 」
ω

と言 っ て い る。 革命

と宗教 は
…

見相反 す る もの の よ うに思 わ れ る が
，

この 時代 に は 両者 は混在 して

お り， 「チ ェ ヴ ェ ン グ
ー

ル 』 に お け る 共産 主 義 と T一年 王 国 との 類似性 は
，

こ の
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時代 におい て は特異 なこ とで は なか っ た 。 た だ 『チ ェ ヴ ェ ン グー ル 』 に は
， キ

リス ト教の うちで も国家教 会に 属 さな い 人 々 ， 時の 教会権力 に 追 わ れ る 入々 の

思想 との 結 び つ きが顕著 に感 じられる 。

　千年王国 の 待望 は キ リス ト教 の 根幹 を なす思想の ひ とつ で ある が ， 教会権力

の 確立 以 降 ， そ れ は 同時 に教会 の 敵 で もあ っ た 。 抑圧 者 と被抑圧 者が逆転 し
，

現 時点で権勢 を誇 っ て い る 者た ちが破滅す る とい う千年王国は ，体制 側に と っ

て は好 ま しか らぬ もの で あ る 。 だか らこ そ 千年王 国の 到 来を説 い た人 々 は， と

きに 「異端」，
と きに 「セ ク ト1 と呼 ば れ ， 時の 教会権力か ら憎 まれ て きた の

で ある 。 千年王 国論 その もの は 異端で は ない に して も， フ ァ ナ テ ィ ッ ク な運 動

に な りや す く， また 「異端 j「セ ク ト．1と呼ば れ る説教者 た ちは 「悔 い 改 め よ，

神 の 国は 近づ い た 」と千年干 国の 到来 を説 くこ とを宣教 の 武器 に して い た 。

　 ロ シ ア で は 17世紀後 半に ニ コ ン の 改革 に 反対す る 占儀式派 （分離派）が現 れ

た 。 また それ とは別 個 に ， eeKTaHTeTBO と呼 ば れ る様 々 なセ ク トが発生 した 。

去勢派，
モ ロ カ ン派 ，

ド ゥ ホ ボ ル 派な どが こ れ に
’il

た る （ceETaHT ・TB ・ の 訳

語 と して こ の 論文 で は 「セ ク ト」 を使 用 す る）。

（z）

　現存す る秩序を破壊 して 新た な 世界 を目指す ， そ の 新た な世界をユ
ー トピァ

と呼ぶ な らば， こ れ ら反 ・正教 会 の 運動 は ， み な キ リス ト教 を基 盤 と した ロ シ

ア民衆 に よるユ
ー

トピア思 想の 発現 で あ っ た 。

　 この 論文で は 『チ ュ ヴ ェ ン グ
ー

ル 』 を読み とく一一
つ の 鍵 として ， 革命の イデ

オ ロ ギー に対 して 民衆 の 持 っ て い た 様々 な理解 の 中か ら
， 占儀式派 及び セ ク ト

との 関連 を取 り ヒげた い 。 小 説 「チ ェ ヴ ェ ン グ
ー

ル 』は キ 人公 ア レ クサ ン ド

ル ・ドヴ ァ ノ ブ が 共 産主義 を探 して 遍 歴す る前 半 部 と ， 人 々 が チ ェ ヴ ェ ン グ
ー

ル の 町にユ ー トピア を作る後半部か ら成 っ て い る
。 全体を通 して ユ

ー トピア の

問題が 最大の テ ーマ で あ る作品 を， ロ シ ア 民衆 の ユ ー トピア 思 想 の 発現 と して

の キ リス ト教， い わゆ る
’
占儀式派及び セ ク トとの 観点か ら見る こ と は

， 意義あ

る こ と と思 われ る 。

　　　　　　　　　　　　 1． 地理 的歴史 的背景

　まず ， 作 者 とセ ク トの 関 わ りに つ い て 考 え て み た い
。 プ ラ ト… ノ ブ の 生 まれ

たヤ ム ス カ ヤ村 はザ ドン ス ク街道上 に位置 し， ア トス へ 向か う聖地巡礼者た ち

も ，
シベ リア へ 移住する 農民 た ちも， 通 っ て 行 く場所で あ っ た 。 プ ラ トー ノ ブ

は 次の よ うに書 い て い る 。
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私 が 生 まれ たヤ ム ス カ ヤ村は ヴ ォ ロ ネジ に隣接 して お り， 編み 垣 と野菜畑

と ご ぼ うの 生 え る荒 れ 地 が あ っ た ……
。 町家で は な く百姓 家， 靴職入

， そ

して サ ドン ス クへ の 大 きな道 に は， た くさん の た くさん の 農夫た ち ，，　
C3）

　少年 プ ラ トー ノ ブ は こ の 街道 を見 て 育 っ た 。 彼の 重要な モ チ ・一
フ で ある放

浪 ・遍歴 は こ こ に端 を発する もの で あろ う。 また こ の 街道 が 「ヤ ム ス カ ヤ村 に

救 世主 や 楽園の 地 に 関す る お び ただ しい 杜会 的ユ
ー一トピア 伝説 を もた らした」

とB ． ワ シ リ エ フ は 書 い て い る 。

曲
こ の 街道が ヤ ム ス カ ヤ 村や ヴ ォ ロ ネジ に も

た ら した もの の 中 には
，

セ ク トの 教義や 風俗が 含 まれ て い る は ずで あ る 。 とい

うの も
，

こ の あた りの 中央黒⊥ 地帯は最 も占い セ ク トの 中心地 で あ っ た か らだ 。

例 え ば， 18世紀 に ドゥ ホ ボ ル 派 を設立者 した イ ラ リオ ン ・ポ ビ ロ ヒ ン も，
モ ロ

カ ン 派の 設立 者セ メ ン ・ウ ク レ イ ン もタ ン ボ ブ 県の 出身で あ る 。 そ の 後 の 流布

に つ れ て その 中心 地 は ウ ク ラ イナや コ ー カ サ ス
， シ ベ リア ， ザ ヴ ォ ル ジ エ な ど

へ 移 っ て い っ た が ，
セ ク トの 伝 説は こ の 地 に根強 く残 っ て い た 。 革命後 で す ら，

「こ こ で は セ ク トが巧み に 『共産主義』や 『民 主 主義』 の仮面 をつ け ， 労働 者

の 職入， 無資格階層 を広 く掌握 して い る 」た め
， それ との 戦 い が 呼 びか け られ

た とい う記述が 残 っ て い る 。

（
　
「’
　
1）

　革命後 ，
セ ク トはす たれ る どこ ろ か む しろ 著 し く成 長 した 。 F 。 プチ ン ッ ．z

フ に よ れ ば
、 ヴ ォ ロ ネジ県 に お け る セ ク トの 信者 e．eKTaHT は 1917年 で 1227名，

1920年 には 2800名 ， 1924年に は6463名 を数える 。 こ の 数字 だ けで も増加の 勢い

は 明かで あ るが ， 実際 に は この 何倍 もの 人々 が セ ク トで ある とは 明 言せず に 暮

ら して い たで あろ う。 こ の 増加 の 理 由 に つ い て プチ ン ッ ェ フ は
， まず 戦争や 飢

えの 恐 怖で 宗教 心 が 成長 した と指摘 し
， 「部分 的 に成 長す る 宗教 的雰 囲気 と ，

同時 に起 こ っ た教会権威の 失墜 に よ っ て ， 佳 民 の
…一

部は無神論 で は な く， 他 な

らぬ セ ク トに走 っ た」 と分析 して い る
。

t6 ）

　ロ シ ア の 農村は ， 集団化以 降著 し く変貌 したが ， 集団化前 に は 帝政 時代 と本

質的 に は 変わ らない 部分 が あ っ た 、 特 に そ の 宗教的心 性 に変化が な い こ とは 上

記の 資料か ら も明 かで あ る。 以 ヒの こ とか ら ，
セ ク トや そ の 影響 を受 け た中央

黒 ヒ地帯 の 風俗 を熟知 して い た プ ラ トー ノ ブ は
， そ れ らを 自分の 作 品に 取 り入

れ た と思 わ れ る 。

2． 作品 に お け る民 衆ユ ー トピア 的 要素

  再洗礼
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　で は実際 に作品 を見て み よ う。 まず，小説の 前半部で 宅人公 ア レ クサ ン ドル

が 立 ち寄 る ハ ン ス キエ ・ドヴ ォ リキ とい う村 を例 と して取 り上 げる 。 ア レ クサ

ン ドル と
， 彼 と と もに旅す る コ ピ ョ ン キ ン が ハ ン ス キエ ・ドヴ ォ リキ に 入 っ た

と き， 村 に はあ る匂 い が 充 満 して い た ，， 密造酒 を作 っ て い た の で あ る 。 全 権委

員は主張す る 。 「今 日は
， 帝政か らの 救 済 を記念 す る村 の 祈疇式 だ 。 俺 の 人民

には
一
日の 自由意 志 が与 え られ た 。 今 日は 何をや っ て もい い

。 」〔i28＞革命は救

い 十1で あるか ら， 感謝の 祭儀 を捧げ る の だ 。 そ の 後は無礼講で ある 。

　こ の 革命委員会全権委員 の 名 をフ ヨ
ー

ドル ・ドス トエ フ ス キ
ー とい う。 む ろ

ん
，

生 まれ た時 に親か らもら っ た 名で は ない
。 彼の 改 名の 事情 は 次 の よ うに書

か れ て い る 。

特 別証明書 に お い て 彼は ， 自分で 自分 をその ように再登録 した の だ 。 証明

書 に は
， 郷革命委員会全権委員 イ グナ

ー
チ

… ・
モ シ ョ ン コ フ が ，

11f民 イグ

ナ
ー

チ
ー ・モ シ ョ ン コ フ の

， 有名な作家 フ ヨ
ー ドル e ドス トエ フ ス キ … を

記 念 して の 改名 中告 を受け ， 以 下 の よ うに決議 し た 旨が 述べ られ て い た 。

す なわ ち改名 は 翌 日の 始め か ら永久で ある こ と
，

以後 ，
すべ て の 市民 にそ

の 呼び 名 を　　彼 らが そ れ に 満足 で きる か ど うか を　　見直す よ う提 案す

る こ と
， そ の 際新 しい 名 に ふ さわ しい ふ る まい が 不可 欠 で あ る こ と を念頭

に 置 くこ と ，
で ある c フ ヨ

ー ドル ・ドス トエ フ ス キ
ーが こ の キ ャ ン ペ ー

ン

を思い つ い た の は
， 市民の 自己完成 の た め だ っ た 。 リ

ー プ ク ネ ヒ トと名付

け られ た者 は ， 彼の よ うに 生 きて い くの だ 。 さもな くば栄誉 ある 名 は反対

に没収す べ し。 こ の 方式 に の っ と っ て 改 名登 録 簿 に二 人の 市民 が 名 をつ ら

ね た． ス チ こL パ ン ・チ ェ チ ェ ル は ク リス トフ ァ
ー ・コ ロ ン ブス に ， 井 戸掘

りの ピ ョ
ー トル ・グ ル ジ ン は フ ラ ン ツ

・メ
ー

リ ン クに な っ た 〔i29）。

　こ うして イ グナ
ーチ ー ・モ シ ョ ン コ フ は フ ヨ

ー
ドル ・ドス トエ フ ス キ

ー
に改

名 した 。
こ の 話 は こ こ で 完結 し， 以 後二 度 と こ れ につ い て は語 られ な い 。 作 品

中に数多 く存在する
， 発展 しな い エ ピソ

ー
ドの

一
つ で

， 印象的だが プロ ッ トに

関係 しない 単発の エ ピ ソ
ー ドと して 読み とば しが ちで あ る 。 しか し，

こ こ で
，

キ リス ト教 文化圏 に お い て 名を変える とい うこ とが どの よ うな意味を持ち うる

か を思 い 起 こ そ う。 革命前 に 牛 まれ た彼が イ グナ
ーチ ーの 名を もら っ た の は

，

当然の こ となが ら， その 名で 洗礼を受けた か らで ある 。 フ ヨ
ー

ドル に な っ た と

き， 彼 は イ グ ナ ー チ ー の 名 で 受け た洗礼 を否定 した こ とに なる 。 生 まれ た時の
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洗礼 を否定 した彼は ， 名を変えた とい うよ り生 まれ変 わ っ たの だ 。

　 R ．ガ リッ ェ ヴ ァ と L ロ ドニ ャ ン ス カ ヤ に よれ ば
， 「チ ェ ヴ ェ ン グー ル 』に は

「至 る と こ ろ に新た な， 第二 の 誕 生
， 新 しい 名 に よる 『洗 礼』 の 考 え方が 存在

す る」。
二 人 の 研 究者 はハ ン ス キ エ ・ ドヴ ォ リキ の 改 名者達 を nepeKpe   e 照 b、

と呼ん で い る。

｛7〕

　llepeRpemeHllbl 　
一
再洗礼者 た ち と昌うと き，

ガ リッ ェ ヴ ァ と ロ ドニ ャ ン ス

カ ヤ が 単な る改宗者 を指 して い る の か ， 宗教改 革前か ら ドイツ ， オ ラ ン ダ， イ

タ リア， フ ラ ン ス な ど に散在 して い た 小 団体の ア ナバ プテ ス トを考 え て い る の

か ， あ る い は ロ シ ア の 占儀 式派 の うちの 再洗礼主義者を指 して い る の か定か で

は ない が ， こ の 時期 ロ シ ア で 実際 に再 洗礼を行 っ て い た 人 々 を忘 れ る わ け に は

い か ない
。 19世紀の 60年代に ロ シ ア へ 入 っ て きたバ プテ ス ト派 で ある 。 幼児洗

礼 を認 め ず， 薪 しい 加入 者 に対 して 再洗 礼を義務づ けたバ プテ ス ト派 は
， 世紀

末か ら20世紀初頭 にか けて 急速 に普及 し， 革命後 もそ の 伝 道は ソ ヴ ィ エ ト全土

に 及ん で い た 。

｛8）

　バ プ テ ス ト派が 広 く受 け人 れ られ た背景 に は， 農奴解放以 前か ら流布 して い

た ドゥ ホボ ル 派や モ ロ カン 派 ， 農奴解放後に勢力 を持 っ た シ ュ トゥ ン ダ派 な ど

の 諸派の 存在が あ っ た 。 こ れ らの セ ク トは独 自の 共同体 を作 り， 程度 は様々 だ

が ， 協同組合的な運営を行 っ た り， 財産の 私有 を禁 じた りと，
い ずれ も共産主

義 的なユ
ー

トピア を 目指 して い た 。 その た め 「共産主義的セ ク ト」 と呼ばれ る

こ と もあ る
。

〔9）
同 じ傾向を持つ バ プ テ ス ト派 の 布教 は そ れ ら を吸収す る よ うな

形 で 行わ れ た 。

　ソ ヴ ィ エ ト政権は最初 ，
こ れ ら共産 主義 的セ ク トに寛大だ っ た 。 諸派の 方で

もそ れ を利用 して い た 。 興味深 い ケ ー
ス が報告 され て い る v

共同体 に 入 っ た反宗教宣伝者 は
， 喜 ん で 聞 き入 る聴衆 を見 い だ した もの

だ っ た 。 彼 らが去る と， しば しば 司祭 た ちは 村か ら追放され， 止教会 の 建

物 は ク ラ ブ に 変わ っ た 。 だが 遅 か れ 早か れ巡歴の 伝道者が ，
つ ま りバ プテ

ス トか モ ロ カ ン か ， 似 た よ うな信仰 の 者 が 救 い の メ ッ セ ー ジ， 「真 の 福

音」の 説教と と もに や っ て 来た 。 そ して 二
，
F ケ 月後に は ， 共産党 の 見地

か ら全 く安全 に無神論化 され た は ずの 共 同体 は
， 我 々 に馴 染 み の 福音の 賛

歌 の ス ラ ブ版 を叫ん で い るの で あ っ た 。

〔lo）

こ の 場合， 共産党の 反宗教 宣伝 と セ ク トの 宣教 は 同 じ種類 の もの と受 け取 ら
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れ た で あ ろ う。 従 っ て 革命委員会全権委員が帝政 か らの 救済 を記念 して 祈濤式

を企画す る よ うな事態 に な る の で あ る 。 「チ ェ ヴ ェ ン グ ー
ル 』の こ の

一 見笑い

話の よ うな エ ピ ソ
ー ドは 、 当時 の 社 会状 況 1に根 ざす もの と考 え られ る 。

  　愛 と結婚

　作品の 後 半部 で
， 登場 人物 た ち は架空の 町チ ェ ヴ ェ ン グ

ー
ル に彼 ら の ユ ー ト

ピア を築 く。 彼 ら は そ の 町 に 「共産主 義 1 を実現 した と考 えて い るが ， 彼 らの

「共産主義」 とは どの よ うな もの なの だ ろ うか 。 共産党 員の ジ ェ
ー

エ フ は 郡執

行委員会議長 チ ェ プ ル ヌ イ に 「で ， 共産主義 っ て 何な ん だい
， 同志 チ ェ プ ル ヌ

イ ？」 と尋ね る 。 ジ ェ
ー

エ フ は そ れ を他 の 同志 た ち に 聞い て み たの だが ， 誰一

人 は っ き りとは 知 らなか っ た 。 チ ェ プル ヌ イは次の よ うに 答え る 。

プ ロ レ タ リア
ー トが 自分 た ちだけ で 自由 に暮 ら して い れ ば

， 共 産主義は ひ

と りで に 出来 て くる c 何 を知 りた い っ て ん だ， どうい うこ っ た ， その 場で

感 じて 見つ け な きゃ な らん 時に ！共産主義 は大衆の 相互 的感情だ 。 じきに

プ ロ コ フ ィ
ー

が貧 しい 者た ちを連れ て 来 る 。 そ うす りゃ 我 々 の 共産主義も

強化 され て ，す ぐに分か る だ ろ うさ… …
（274）

　党員 を相手に して い るの で チ ェ プ ル ヌ イは 難 しい 言い 方 を して い る が，　
一
般

市民 向けに は， もう少 し易 しい 説明 をす る 。 ソ ヴィ エ ト政権の シ ン ボル で あ る

星の 意味 を尋ね られ た と き， ど うして 十字 や丸で は い けな い の か とい う問 に ，

チ ェ プ ル ヌ イは， こ れ は他の 人間 を抱 こ うと して 両手両足 を広 げた 人問だ と説

明する c

そ の 他 の もの は ， 何 ゆ え人 間 は抱 き合 わ な け れ ば な ら な い の か を知 らな

か っ た 。 ［訳 注 ：住 人 た ち は 「そ の 他 の もの た ち」 と呼 ば れ て い る］ そ こ

で チ ェ プル ヌ イは ， そ れ は 人間の せ い で は な く， ただ 人 間の 身体 は抱 き合

うよ うに で きて い る の だ
，

とい うこ とを明瞭 に語 っ た 。 で なけれ ば手や 足

の 行 き場 が な い
。 「十字 架 も人間だ よ な」 とそ の 他の もの は 思 い 出 した ，，

「で も， な ん で
一

本足 なん だ ろ う， 人 間 は二 本足 なの に ？」 チ ェ プ ル ヌ イ

は こ れ もす ぐに 気が つ い た 。 「昔， 入間 は 手だ けで お 互 い を支 え よ うと し

て た ん だ が ， そ の あ と 支え きれ な くて ， 両足 を広 げて 身構 えた の さ。 」

〔311 ）
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　 こ こで 明 らか に な る の は
， チ ．L プ ル ヌ イに と っ て の 「共産主義」，彼 の 言 う

「大衆の 相互 的感情」 とは 互 い を支え 合 うこ とで あ り， 「隣人 を 自分 の よ うに

愛 し な さい 」 とい うキ リス トの 教 え と同 じ もの だ と い うこ とだ 。
ソ ヴ ィ エ ト政

権の シ ン ボ ル で ある 星は
， 十字架 を よ り抱 擁 に 適す る よ うに 発展 させ た もの で

ある 。 す なわ ち 「共産主義、 は， 不完令 だ っ た キ リ ス ト教 の 完成 され た形 なの

で あ る 。

　E ． トル ス タヤ は 『チ ェ ヴ ェ ン グ … ル』 とロ シ ア の 鞭 身派 との 類似 を指摘 し

て い る 。 「チ ェ ヴ ェ ン グー ル に 『同志愛』 に 基づ く コ ン ミ ュ
ー ン をつ くろ うと

す る試み は
， そ の 本質に お い て ， 人々 を 「天使』に 変 え よ うとす る分派的 ， 鞭

身派的試み で あ る 。 」
田 1

こ こ で の 指摘 は これ だ け で 終 わ っ て い る が
，

トル ス タ ヤ

は他 の 論文で もチ ェ ヴ ェ ン グ ー一ル と鞭 身派の 類 似を指摘 して い る 。

［IX

　鞭 身派は 17世紀 末に 起 こ っ た神秘主 義 的なセ ク トで ， しば しば狂信的 と評 さ

れ る 、、そ れ は 彼 らの
， 聖 霊 を呼ぶ 儀式 の た め で あ る 。 歌い なが ら早 い テ ン ポで

踊 り， 時 に は わが 身を紐や 杖 で打 ち ， 宗教 的 エ ク ス タ シ ー へ と達す る ／） こ の 儀

式 が強調 されす ぎて
， 鞭 身派 とい うと異常者の 集団の よ うに患 わ れ るか も しれ

な い が ， P ． メ L一リ ニ コ フ の 紹介す る彼 らの 十 二 の 戒律 を見る と
， そ れが 農民

た ちの 素朴なキ リ ス ト教解釈で ある こ とが理 解で きる 、、

一
， 私 は予言者 た ちの 予 言 した 神で あ り， 人 問の 魂の 救 済の た め に地 上 に

　　降臨 した 。 私の 他 に神 は な い
，，

二 ， こ れ の 他 に教 えは 存在 しな い
。 そ れ を探 して は な らな い

。

：三
， 置ヵ縁した｝沂に と ど ま矛L 。

四 ， 神の 戒律 を守 り， 世界 の 漁 師 に なれ 。

五 ， 酒 を飲ん で は な ら な い
。 身体の 罪 を犯 して は な らな い

。

六 ，結婚 して は な らない 。 妻の あ る者 は妻 と姉妹 の よ うに 暮らせ 。 結婚 し

　　て い ない 者 は 結婚 して は な らない
。 結婚 し よ うと して い る者 は別 れ よ 。

七 ， ド品な 言葉 や罵言 をriに して は な らな い
。

八 ， 婚礼 や 洗礼式 に行 っ て は な らない
、 宴席 に 出て は な ら ない

。

九
， 盗 んで は な らない

。

一
コ ペ イカ 盗ん だ者 は あの 世で そ の コ ペ イ カ を頭

　　の 上 に遣 かれ ， それ が 地獄 の 火 で 燃 え尽 きた時 に
， 初め て そ の 者 は許

　　しを受 け る で あ ろ う。

．
［” こ れ らの 戒律 を秘密 にせ よ 。 父に も母 に も明 か して は な らな い

。 鞭で

　　葺た れ
， 火で 焼 かれ て も

， 耐 え よ 。 【肘え抜 くもの は 正 しき者 とな り ，
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　　天 の 王 国 を受け ， 地上 で は 心の 喜 び を受 ける だ ろ う。

十
一

，友 と交わ り， 親 し くもて な し ， 愛 をな し， 私 の 戒律を守れ 。

十二
，

聖霊 を信 じよ 。

cll
　
a）

　ちなみ に
， 第 卜

一
で 「親 し くもて な し」と訳 した 部分 の 原文は

“

x 油 6玉
一
。 ・nb

BOAvaTe
”

で
，

パ ン に塩 をそ えて 客をもて なす民衆 の 風習 を反映 して い る 。 また

第九 の
， 盗 ん だ

一
コ ペ イカ が頭の 上 で 燃 える とい う罪 と罰の イメ ー ジ な どは非

常 に 素朴 で ある 。 教義の 中に ， もて な しや罰 の 民衆 的具体 的イ メ ー ジ と， 第
．一一

，

第二 の 戒律 に 見 ら れ る唯
一一
神へ の 絶対的信仰 とが 同居 して い る 。

　第六 ， 第七 の 戒律 に見 られ る結婚の 禁止 は決 して とっ ぴ な思想 で は ない
。 聖

書 に は 「結婚 で きない よ うに生 まれ つ い た者 ， 人か ら結婚で きない よ うに され

た 者もい る が
，

天 の 国の ため に結婚 しない 者 もい る 。 こ れ を受 け入 れ る こ との

で きる 人 は受け入 れ な さい 」 （マ タイ　19
，
12） とあ る 。 で きれ ば独 りで い る の

が よい が ， 情欲 に 身を焦が す よ りは結婚 しな さい とい うの が原始キ リス ト教以

来の 教 えで あ る 。 こ れ を妥協 な しに徹底す れ ば もちろ ん
， 結婚の 禁止 に至 る ，，

　先 に あ げ た 諸派 と同様 ， 鞭 身派 も共同体 を形成す る 。 「船」 と呼 ば れ る彼 ら

の 共同体の 特徴 と して 「鞭身派教徒 た ち ど うしの 関係が 友情の
， そ して愛 の 性

質 さえ帯 びて い る」
Q4｝

こ とが あげ ら れ て い る v 先に 引用 した トル ス タ ヤの 指摘

は こ の 「船」の メ ン バ ー
の 関係 ， そ して 第六 の 戒律に あ る 結婚の 禁止 を念頭に

置い た もの と思 わ れ る 。

　 とい うの も ， チ ェ ヴ ェ ン グ ール に は女 の 同志 は い て も妻 は い なか っ た か らで

ある 。 チ ェ プ ル ヌ イは コ ピ ョ ン キ ン に ， 「俺た ち に は妻 なん て い や しな い
。 今

じゃ 女 の 同志 が い る だ け さ」 （200 ）と語 る 。 占い 住 人 た ち を虐殺 した あ と
， 新

しい 住人 を募 る 際に も， 同志 に な りそ うな女だけ を連れ て 来る こ と， で なけれ

ば追 い 返 す こ とが 言 い 聞か され る 。 「チ ェ プ ル ヌ イは さ し当た っ て
， 階級的愛

撫 だ け を認 め て い た の で あ り， 決 して 女性 的愛撫 を認 め て は い な か っ た 。 」

（26i）

　む ろ ん そ れ は彼 の 理想で しか な く， チ ェ ヴ ェ ン グ ー
ル の 新住人た ちは や が て ，

妻 を よ こ せ と要求する よ うに な る 。 それ で も ， チ よ ヴ ェ ン グ ー ル の 町は妻 の い

な い 同志 だけの 町 を 目指 して い た の で ある 。 そ して そ の 状態が 保 たれ て い た問

は
， 確か に彼 ら に とっ て の ユ ・一トピア が存在 した c 町 に は 同志 問の 友情が 発展

し， 「愛の 性質」 さ え帯 び て い た 。 彼 らは 一 人の 同志 を 自分 の 対象 と して 選 び ，

「思 う」 こ と
， す なわ ち贈物を した り， 相 手の 彫像 を作 っ た りな ど した 。 それ
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が 日常生活の すべ て だ っ た 。

　妻 とな る べ き女性 た ちが 連れ て 来 られ る と
， その 友情 は 崩壊 して し ま う。 女

を得た者は もはや 全体 の 集団 に は 加 わ らず ， 特定の 家 を決 め て そ こ か らあ ま り

出 て 来ない よ うに な る 。 同志の た め に贈物 を しな い の か と聞か れ て ， ある 者は

こ う答 える 。

共産主 義が 何 だ っ て ん だ ？今 の 俺 に は グル
ー

シ ャ が 同志 さ 。
こ い つ の た め

に い くら働 い て も間に 合わ な い よ 。 命をす りへ ら し過 ぎて ， 食い 物 を集 め

る こ と もで きない くらい だ ……
（389）

　 「結婚」 に よ っ て ユ
ー

トピア が崩壊す る
．…一．

『チ ェ ヴ ェ ン グ ー
ル 』 に お け る

こ の 性 的要素の 否定は
， 従 来 フ ヨ

…
ドロ フ の 思想 との 関連が 言わ れ て きた 。 し

か し ，
上 に あげた 第六の 戒律の よ うに ， そ れ は民 衆の 思考 にそ の 萌芽 を認 め る

こ とが で きる 。
ロ シ ア の 民 衆が み な性の ない ユ ー トピア を考えて い た と言 っ て

い る の で は な い
。 鞭 身派 に して も， 戒律は戒律 と して

， 実際の 儀式 は と もす れ

ば乱交 の よ うな もの に な りが ち だ っ た 。 た だ， こ の 第六 の 戒律 を生 み 出す よ う

な素地が もと もと存在 した はず で あ り， 『チ ェ ヴ ェ ン グー ル 』に お け る こ うし

た考え方の 起源 は そ こ に もあ る と考 え られ る 、，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

  聖霊

　も うひ とつ ， チ ェ ヴ ェ ン グ ー ル の 責任者 で あ る チ ェ プ ル ヌ イの ・lyBCTBOBaTb

「感 じ る」 と い う 言 葉 と そ れ に 類 似 の 表 現 に つ い て 考 え て み た い 。

“
qyBCTBOBaTb

”

お よ びそ の 類語 を
，

チ ェ プ ル ヌ イ は 実 に しば しば 口 にす る 。

以 ドそ の 例 をあ げて み よ う。

B゚o　MHe 　ceR ・｛ac 　cTpoHy ∬o （）b　o 凧Ho 　TafiaHTJHBOe 　uYBCM60 （207），

りTbl　iloaaoKafi 　B　aJITape 　K 皿 aBAM ）皿1｝  aHAa 煎 npe ∂uyecmsue ．ef　3a 益My （｝b ，〔2i2）
響yMellA 　y｝K　uyscms α yMOP 珮朋 Cb （2i4），

・Ha 蔓 HHaJIcH 　 THxH 血 Begep ，　oH 　noxoAmJ 　Ha 　AyllleBHoe 　coMIIelMe 蔓enyPHoro ，　Ha

npe ∂u ・yscmsue，　 KoTopoe 　 He 　 c 王・・co6Ho 　 KcT ・ ・qMTb ・n 　 MH ・fi脚 My6n … MTbcH

（2i6 ｝．

“− yMeHH
，　T ・Bapzm 　K 。” eH ”ffH，　To 　ee・zurc ・e　uyecme ・ BvpynH 　6 ・缸HT

，
　a　He 　B

Mono 八HX 　MeCTax （217 〕．
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' <.,..) a  B  6yJlymee  BeAeT,  RaK  voBopmJIocb  B  py6epHeKxx  u"pKynfipax.  pan

 lloeaeAQBaTenbl{o-IIacTynaTellbHblx  fiepexoAHblx  eTyneHeva,  
B

 
I{oTopHx

 LIeiiypHNfi  uyBcmeont  fioAo3peBall  o6}faH  rviaco  d[227>.

'
 -  Ha  oelloBe  HxHeTo  }Ice npeApaeeyAKa!  -  uocTefieHHo  opopMyJHpoBa,R

 npoRodjmfi.

 -  gyscmey)o/ --  iie lloimMafl,  eo6xpaJcfi  nyrvraTb ({enypHhifi  (2291).
"
 <,.,.> ld oH  ([IenypHblth. -  .\. K.) exoAH"  pmfi ceepenoToi{eHHocTn  B  Aam)m{e

 nyra,  T{To6bl  TaM,  B  N{Imoti  TpaBe  va oAmHogeoTBe,  mpeeuy6cmeoeamb

 ffOrvIbelyH}IsM  (243),
' -  (I)opbryJmpyA,  IIpour, -  MvapiTo  ci{a3all  oH  (ilenypHE[fi. -  X, K.), -  fi HTo-

 To  uy6cmey,o  (243).

'
 BypbHH  o6Jo?tcvaJ[  Beoh  

(IeBeTIryp
 Teclloti  3alllmTofi  oT  npvaTa-BIuMxefi

 llpooTpaHoTB,  B  KoTophlx  
tleJypllbmb

 uyBcmeoea.e  3aJermee  6ecgeJIeBegme

 (246).
'
 

I{eflypHblpt
 xoTeJI  yxonmTh  oTnliTxaTb  oT  eBoifx  uyecm6,  Ho  llono}KAaJI

 gefioBeKa,  KoTopNth  llIeJ  ta3nami  B  
tleBeH]yp

 no  fiofio  B  6ypbAHe  (246).
"
 "  HmxTo,  Aa}ice t{enypHbiil

 co  cBoldrvl  cfiymaloTqMbc  
atyscmso.n,

 He  3Han.  gTo  Ha

 iieicoTopbix  ABopax  iueT  TMxag  6eceAa  if{nveJeti  (248),
'
 EMy  xopolllo  6brno IIe cnaTb  "  Aoaro  eJIhl!llaTb  opopMyHvapoBI{y cBoMM

 UYeCM6aM,  3aT,ffymeHHhl}{  ldx ta3;IHllIHefi  c"nofi:  (248)
'  06seKTzBllafi  7ffe o6cTaHuBKa  Il Topbfo3  Mbleml  3aKmouaJ-eb  Afiff IlpoKoepufi

 B  TeMHots{,  iio oBfi3HoM  ii 6e3ouili6ollHoM uyBcmBe  
tlefiypiioTo

 (250),
'
 
tlenypiibiA

 eMyTHo  noimMaJ  H  TepneJ  B  ce6e  6yillymMe uy6c?iz6a  (250).
"
 
tlenypTII{I'I

 Mor  Cl}op"mMpoBaTb cBova  uyecmea  ToJliI{o  6"arollapfl Bocuo-

 MwlTaHvaA)f  (254).
e <...> oT  }IcxBoTa  Ao  meli  oH  uyecm6oea.･z  B  ce5e  ToTAa  I{aHoth-To  cyxon  yBI{tm

 p, ygeii (255),
' ilero  TN  MHe  AoHaubiBae-b,  KopAa  ff eaM  uyBcmByio!  (260)
'
 va.3 TaKnx  ape6uy6cmeua  

LIerryprlbwt
 roToB  6bln np"BeToTBoBaTb  B  

Z{eBeHl'b,pe

 .BcfiKyK) wteH-zHy,  Jm!Io  KeTopon  oMpaqeHo  ppyeTb}o  6eAHoeTM  n  oTapoeThro

 Tpylla  [1261),

"
 -  Bepiio, -  eKa3a"  oH,  "  fi Te  }ice uyecmeoeavz:  (264)

'
 <,,,.> nepeuyBcmeoeae  BofiHy  "  peBoJK)m{K], He  paerr.s,x"o no  pop"a,  

I{enypHhrk

                               28
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oPJ 【HHyJIGH 　Ha 　noKflHyTfilth 　qeBeHryp （265）．

’ y6e 照 MeHH
，　noma 皿y貢oTa ，− fi　H 四 ero 　He 　uyecmey κoノ（339〕

　
“

qyBcBo
”“

gyBcTBOBaTh
” “

npenllyBcTBHe
”
　　 こ れ らはみ なチ ェ プル ヌ イの 口

癖で あ る 。 彼 に は常 に こ れ ら言葉が つ きまと っ て い る。
こ れ らの 表現が彼 に頭

の 弱 い 夢遊病 者の よ うな印象 を与 え ， 彼 を奇妙 な人物 に して い る 。 しか し，

チ ェ プル ヌ イ とい う一
人 の 人物 に与 え られ た 「感 じる」 とい う特質 を別の 角度

か ら見 る とき， 彼 が特殊な個人 で ある だ けで は な く， ある
一

つ の 傾 向を代表 し

て い る こ とが分か る 。

　再 び鞭 身派 に戻 ろ う。
こ の セ ク トの 特徴 と して 次 の 点が 上 げ られ て い る 。

「鞭 身派教徒 た らの 宗教的世界観の 基盤 に は 人 間 と神 との 直接 で神秘 的な交わ

りへ の 信仰が あ る 。 そ の 交わ りは 非常 に 緊密 な もの で ，神 と人間は一
つ の 分か

ち難 く等 しい 存在に融合 し，

一
つ の 知性 ，

一
つ の 心 ，

一つ の 意志 を持つ
。 」

as
そ

こ か ら
， すべ て の 書物を否定 し

， 聖霊 に よる啓示 を絶対視する 彼らの 教義が生

まれ て くる
。

　チ ェ プル ヌ イの 「感 じる 」は こ の 鞭身派の 特徴 と非常 に似通 っ て い る 。

ブ ル ジ ョ ア 階級 を葬 っ た あ と
， 幸福の た め に どう生 きるべ きか

， 最初チ ェ

プ ル ヌ イは見当もつ か なか っ た 。 そ れで 集 中 しよ うと遠 くの 草原 へ 去 っ た 。

そ こ で ， 生 きた草 と孤独 の 中で ， 共産 主 義 を予感す るため で あ る 。 まる 二

日間 ， 草原 の 無 人 と反革命 的な 自然の 慈悲の 中に 過 ご した後 ， チ ェ プル ヌ

イ は憂鬱に な っ て ふ さ ぎ込み ，
カ ー ル ・マ ル ク ス に知恵 を求め た 。 分厚 い

本だか ら何 で も書い て ある だ ろ うと思 っ たの だ 。 彼 は
， 世界が まば らにで

きて い る （ス テ ッ プの 方が 家や 人 よ り多い ） の に ， 世 界 と人 々 に つ い て こ

ん なに も考え 出 され た 誘葉が あ る とい うこ とに驚 きさえ した 。

　 しか しなが ら彼 は その 本の 読書 を音読 に組織 した 。 プ ロ コ フ ィ
ー

が彼 に

読ん で 聞かせ ， フ ェ プ ル ヌ イは命を賭 け， 注意深い 分 別 で そ れ を聞 き， 読

み 手の 声が 弱 らない よ う時 々 プ ロ コ フ ィ
ー に ク ワ ス をつ い だ。 読書の あ と

チ ェ プル ヌ イ は何 も分 か ら なか っ たが ， 気は楽 に な っ た 。

　 「定式 化 しろ
， プ ロ ー シ 。 」穏 や か に彼 は言 っ た 。 「俺 は何 か感 じる か

ら 。 」（243）

ど うした らい い の か わか らな くな っ て ， 共産主義 を予感する た め に 草原 へ 去
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る チ ェ プル ヌ イは ， もちろ ん わが 身を鞭打つ わ けで は ない
。 だ が根本 に あ る も

の は 同 じで あ る 。 彼は 共産主義 との 直接 で 神秘 的な交 わ りを得る ため に 草原へ

出て 行 っ たの だ
。 結局予感は得 られず ，

チ ェ プ ル ヌ イ は カ ー ル ・マ ル ク ス の 分

厚い 本に頼 る こ と に する 。 だが そ こ で も， 本 を音読す る の は プ ロ コ フ ィ
ーで あ

り， 彼 は何か を gyBCTB ・ BaTb し よ う と努め て い る 。 あたか も共 産主義 の 聖 霊

が 降 りて 来る の を待 つ か の よ うに 。

　住人た ちは何に従事 して い るの か とい うコ ピ ョ ン キ ン の 問に ， チ ェ プ ル ヌ イ

は 答 える 。 「人間の 魂 だ 。 そ れ が 基本 的職業 さ 。 で
， そ れ の 生 産 物が ， 友情 と

同志愛 だ ！」〔221）チ ェ プ ル ヌ イの ， も し くは 作者 プ ラ トー ノ ブ の うわ ご とに

思 える こ の 言葉は ， 鞭 身派の 教義の 翻訳 と も思 える 。 チ ェ プ ル ヌ イの 「感 じ

る 」 とい う言葉 に は鞭 身派の 聖霊信仰 に通 じる もの が あ る 。

　 と言 っ て も， 『チ ェ ヴ ェ ン グ ー ル 』 は鞭 身派の 思想 を描 い て い る と言い た い

の で は ない
。 ただ 主 人公 た ちが 共産主 義を考える と き， そ の 思考パ タ ー ン は ロ

シ ア に何世紀 も培 わ れて きた ユ
ー トピア 観 に従 っ て お り， そ の ユ ー トピア観を

最 も顕 著 に 表 わ して い る の が こ れ らキ リ ス ト教 の セ ク トなの で ある 。

　　　　　　　　　　　　　　 結論 に か えて

　 『チ ェ ヴ ェ ン グ
ー

ル』 に お け る 「共 産 主 義」 は ， 「良 き人 々 の つ ど い

06mecTBo 　xopo 田 Hx 旺磴 八e 朗 （130）とい う意味 を持 っ て い る 。 主 入公 ア レ クサ ン

ドル は全権委員 ドス トエ フ ス キ ー に こ の 傾 向 を見抜 き ， 彼 に 組織 と施設の 重要

性 を教え よ うとす る 。 だが そ の ア レ ク サ ン ドル に して も， 組織 と施設 よ りも

「良 き人 々 の つ どい 」 を重要視す る こ とに 変わ りは な い
。 だか ら コ ピ ョ ン キ ン

が ， チ ェ ヴ ェ ン グ
ー ル に あ るの は 共産主 義か否 か と聞い た と き， 彼 は 即座 に 共

産主 義だ と答える の で あ る 。 登場 人 物 た ちは ， 「良 き人 々 の つ どい 」 とい う伝

統的な理想郷像 を 「共産 ギ義」 と い う言葉 に 当て はめ て い る 。 そ れ は 鞭身派 に

見 られ る よ うに
，

キ リス ト教の
一要 素で ある 隣人愛が ロ シ ア 的 に展 開 した形 と

い え る。

　 『チ ェ ヴ ェ ン グ ー ル 』 は ソ ヴ ィ エ ト共産党の パ ロ デ ィ
ー と言われ る 。 また 作

者 プ ラ トー ノ ブ の 独 自の 哲 学の 展開 と も言 わ れ る 。
い ずれ の 見解 に も異論 を唱

える つ も りはない
。

た だ非常に 風 変 りで 奇妙 に 思 える こ の 作品 は ， 決 して 単 な

る空想物語で は な く， 個々 の 点 に はそ れぞ れ の 根拠 と歴 史的背景が 存在す る こ

と を忘れ て は な らな い
。
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MoTvaBbl HapoJIHoM  yTonM" B  <<ZIeBeHType}>

              A.  IInaToHoBa

                                                       XvacaRe OTOMO

  Mo?KHo  okauaTh,  gTo  AHnpefi nnaToHoB  -  fixoaTe"b,  po}lcAeHHhln peBomouuert.  OruIa"o

epo  poMaH  "geHeHpyp"  (1926-29} HaieJHeH  peaHrHo[-]Hoth aTMocopepofi.  B iieii

llepe"JHKaeTeH  eBoco6pa3Hoe  rromTMaHze  Ko"fMyHMBMa  repofiml  o  MnpoBo33peHvaebf

BepyK)mHx,  npliTecHfleMliIx  uepffoBHort BnacTblo,  Ecil" Ha3BaTb  yTo"vaeth rvlegTy  ycTalloBnTb

HOBNfi,  l{neanbllblil  MMP,  TO  Bee  affTHllPaBOenaRHhle  AeHCTBI{fi,  HafiPaBlleHHHe  Ha

pa3pymeHMe  oTaporo,  AertcTBymmeTo  qepKoBHoro  "opHAxa,  
-

 He  gTo  vaHee,  
KaK

BollnollleHMe  yTorrlluecl{ilx Hneif  pyecKoro  HapoAa.  Ka}I{eToH,  nooToMy  B {{qeBeHrype,>

HeMaJto  BoTpcgaeTcfi  MoTvaBoB  HapoAHoK  yTollrm.

  
tlTo

 KacaeTcfl  ncTop[{geeKoro  "  peoppaopHgecKoro  epal{TopoB, Heo6xenliMo  ozzfeTuTh,  qTo

pomaHa  IInaToHoBa  -  
IIepHoBeMbe

 -  HEnanaeb  ea)fllM  CTaPblM  ueHTpoM  ceKTaHTcTBa,

Tpanxuxu  HoToporo  eoxpaHHnllcb  TaM  Aance  lloclle  peBo"looqmf,

  B KaKmx  me  AeTaJIAx  II 3llH3onax  {(tlcBefirypa)}  oTpasunofi  }f{"BHeHHhln  onhlT  HnaTo}IoBa?

fipirBeJzeM HeKoTopsle  "pliMepbl:

t, fiePeMMeHOBaHIIe  HCHTeneil  XaHCKHX  ABaPmxOB B  POMaHe  MO}ICHO  CPaHHHTb  O  llllOBNM

   Kpeu[emleM",  rrpemsBoAHMslM  B  6anTvaoToKofi ceKTe,  CopJIacHo yuelmK] 6anT"3Ma,

   KoTopbla  He  "pll3HaeT  KpcmeHlle  
MJaneHqeB,

 
Bepy}olq"e

 
IIpliHMMproT

 
KpezaeHMe

 
B

   coBHaTeflhHoM  Bo3pacTe.  taAen 6anTx3rvTa 6hTeTpo pac"pocTpaHmaHcb  no  Bcert  Poeexu  e

   KoHua  f9 BeHa,  M  Aa}Ke  lloone  t9t7 p.  -  HecMoTpfi  Ha  npifTecHeHitfi  oo  cToporlEf

   eoBeTcl{oli  B"aoTva.

2. Y  pepocB  poMalla cBoeo6pa3Hoe  BoeupHHTHe  KoMMyuva3Ma:  IcOMMylm3M  nnH  HHx  
-

   coBepmeHuaE  coopMa HecoBepmeHHopa  xpHoTliallaTBa,  ItoTepoMy  HeAocTaBano  
isenJIoiuH-

                                                             '

   oro,}  ToDapxmecTBa  M  6paTeTBa.  B  
LIeBeHpype

 oHM  MaTepxa"MBoBauM  eBolo  MeuTy,

   oTMeHx]  ImoTnvyTa  6paKa. Ilo BBenellKeM  IKeH  B  popon  oHM  caMH  ?Ke  pa3p.vlllMail OBOro

   yTonH}o. Ec"}I llpoBoAnvli  allaJopmo  eTero  3nz3oAa  c  Tpanuuxert  ceKTaHTcTBa,  T'o,

   Harrp"Mep,  y xnHcToB  6paKH 6bl"n 3allpe!qeHN.  06blqHo TeMy  apa3py-eHMe  yTollm{ B

   Pe3YJtbTaTe  BBeneHMfi  IIHOTXTYTa  6PaKa}} OTHOCHT  H  llAeHM  H. OeJLOPOBa,  IIO  ee  MO}KHO

   OTHeCTH  II K YgCHMIO eeKTanTOTBa,

3. tlefiypHbM,  onml  ms  FnaBHblx  pepoeB  poMaBa, gacTo  ynoTpe6nfieT  onoBa  {{gyBoTBoBaTb))

   "nPengyBe[rBoBaTb)},  {{gyBcTBo}}  c  oco6EIM  oTTem{o}f,  3TH  onoBa  oTpa7Kaff)T  eFo  Bepy  B

   TaMHcTBo  HeneepeneTBeHHoro  o6IlleHzA  e  KO":MyHM3MeM,  BnonHe  Bo3Mo)IcHo
                                                               '

   "pep.uono)IcHTb,  uTo  epo  "Aefi  NpoHoxonHT  oT  BepsT  x"hlcToR  B  nyx CBHToth.

  I{oHeuHo, Heab3fi  yTBep)I{naTb,  gTo  ilnaToHoR 6bm  Bslpa3HTejleM  Imcrt  celcTaHToTBa.  Ho

HOrAa  rCPOn  POMaHa  Pa3M5IIIIJHEOT O  KOMMYHH3Me,  XX  MblM"eHHe  OTPa7fCaeT  
HgeH

 
HaPOAHOK

yTofiml, oaMNrt  fipKxrt  npu-[ep  KoTopoil  -  ceuTaHTeTBo  B  PoeeHH.
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